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ウルグアイ経済報告（３月分） 

 

【概況】 

●消費者物価指数（対前年同月比）は，6.71%となった。これは，2010 年 12 月以来約 7年

ぶりに政府のインフレ目標（３～７％）の枠内に入ったことを示すほか，2010 年 9 月以

来の低い数値となった。下落の最大の要因はペソ高ドル安であるとみられており，2016

年 3 月には 1ドル 31.718 ペソであったが，2017 年 3 月には 1ドル 28.523 ペソと約 10％

ペソ高が進んだ。2017 年末の為替が 1ドル 30 ペソ以下ならインフレは政府の目標値内に

とどまり，1ドル 30 ペソを超えるようであればインフレは政府の目標値を上回るだろう

と見られている。 

●対ドル為替レートは平均 28.41 ペソと，前月比 0.18%のペソ高で，ここ 8ヶ月は大きな変

化が無く，安定した状態が続いている。 

●3月の輸出額は，前年同月比で 0.8%増となり，小幅ながら 2016 年 11 月以降 5ヶ月連続増

となった。2017 年 1 月～3月の累計でも，前年同期比 8.0%増となった。 

●一方，フリーゾーンを含めた 3 月の輸出額は，前年同月比 3.2%減となったが，主な理由

としては，主要輸出品であるセルロース及び大豆の輸出額が減少したことが挙げられる。 

●3 月の輸出額上位は牛肉（前年同月比 16%増），セルロース（同 17%減），乳製品（同 36%

増）などとなっている。3月の輸出額に最も大きなプラスの影響を与えたのは生体肉（前

年同月比 97%増）で，そのほとんどがトルコに輸出されている。 

●乳製品はウルグアイにとって主要輸出品の 1つである。乳製品の輸出額の 76%はコナプロ

ーレ社が担っており，同社は乳製品を扱う企業として米州で第 5 位の規模を誇っている。

輸出先では，ブラジル（2016 年の輸出額 346 百万ドル），ロシア（同 50 百万ドル）及び

アルジェリア（同 40 百万ドル）の上位 3カ国で全体の 77%を占める。乳製品の内訳では，

全粉乳（輸出額全体の 75%），チーズ（同 23%），脱脂粉乳（同 8%）となっている。 

 

【トピック】 

１ 日・ウルグアイ投資協定 

 15 日，「投資の自由化，促進及び保護に関する日本国とウルグアイ東方共和国との間の協

定」の効力発生のための外交上の公文の交換がモンテビデオにて行われた。同交換は，田中

径子駐ウルグアイ日本国大使及びロエデル外務省政務総局長との間で行われた。これにより，

同協定は 4月 14 日に効力を生ずることとなる。 

 

２ メルコスール・韓国 FTA 

 2 日，マルコーラ・アルゼンチン外相（輪番議長国）及び周亨煥（チュ・ヒョンファン）

韓国産業通商資源部長官は共同声明を発表し，2016 年 11 月に開始されたメルコスールと韓

国の間の貿易協定（Trade Agreement）交渉に向けた予備的協議が成功裏に終了したことを

宣言した。同声明において，両大臣は，将来的な貿易協定が，関税や非関税障壁の引き下げ・

撤廃を通じて二国間での貿易や投資を拡大すると共に，メルコスールと韓国の間のより広範

な経済関係に向けた包括的で制度的な枠組みを提供するとの見方を交わすとともに，双方が

貿易協定交渉立ち上げに向けた国内手続きを 2017 年上半期に開始することで合意した。 
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３ メルコスール外相会合 

 9 日，メルコスール外相会合（共同市場グループ（GMC）会合）が輪番議長国であるアル

ゼンチンで開催され，ニン・ノボア外相を始め加盟各国の外相が出席した。同会合では、メ

ルコスールの経済・貿易アジェンダ及び組織アジェンダのほか，メルコスールの対外関係に

関する話し合いが行われた。また，ベネズエラのメルコスール加盟資格停止問題を含むメル

コスールの組織に関する問題についても話し合いが行われた。 

 

４ メルコスール・EU・FTA 

 24 日，アルゼンチン外務省は，メルコスール・EU・FTA に向けた交渉会合が終了し，大き

な前進が見られた旨のプレスリリースを発出した。同プレスリリースでは，双方ができるだ

け早く交渉を終わらせることで一致したとした上で，協定を構成する全ての章で前進があり，

競争章についてはテキストの合意に至った旨表明された。また，通商分野について 5月末に

ブエノスアイレスで中間会合を行うほか，7月にブリュッセルで交渉会合が行われると発表

した。 

 

５ IDB ラテンアメリカ・カリブ向け協調融資中国基金 

 7 日付「エル・パイス」紙は，バレンティネス風力発電所が 120 百万ドルの融資を受ける

ことになる旨報じた。バレンティネス風力発電所は 70 メガワット時の発電量となる見込み

で，全体の予算は 170 百万ドルで，うち 120 百万ドルを米州開発銀行（IDB）等から受ける

こととなる。なお，IDB からの融資のうち，約 34 百万ドルは IDB ラテンアメリカ・カリブ

向け協調融資中国基金からのもの。 

 

６ 経済成長率 

 23 日，中央銀行（BCU）は 2016 年のウルグアイの経済成長率は 1.5%であり，14 年連続で

プラス成長となった旨発表した。24 日付「エル・オブセルバドール」紙によれば，同時に

中央銀行はこれまで 1.0%としていた 2015 年の経済成長を 0.4%に下方修正した。2016 年の

経済成長は上昇傾向にあり，第一四半期には前年同期比 0.0%であったが，第四四半期は同

3.4%増となった。地域内でみると，アルゼンチンが前年比 2.3%減，ブラジルが同 3.6%減と

なる中で，ウルグアイの成長が際立った形となった。 

 

７ 税収 

 1 日，国税局（DGI）は，2016 年の税収が前年比 2%増となった旨発表した。2 日付「エル・

パイス」紙によれば，2016 年の税収は約 9,276 百万ドルであり，内訳は消費税（57.8%），

所得税（34.0%），固定資産税（6.4%），その他・罰金等（1.8%）となっている。なお，2015

年の税収は，前年比 0.8%増であった。 

 

８ 観光収入 

 13 日付「エル・オブセルバドール」紙は，ケチチアン観光大臣が 2017 年 1～2 月の観光

客数が，史上初めて 100 万人を超えたと発言した旨報じた。また，同大臣は，2017 年 1～2

月の観光客数は，前年同期比 23.6%増となったと説明した。観光客の出身国上位は，アルゼ

ンチン（2017 年 1～2 月の観光客数 84 万 6 千人），ブラジル（同 10 万 3 千人），チリ（同 2

万 2千人）となった。さらに 1人 1日当たりの消費額は前年比 42%増となり，観光省によれ

ば 2017 年 1～2 月の観光収入は 909 百万ドルに達した。 
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主な経済指標 

出所：国家統計院(INE)、ウルグアイ自動車販売協会（ACAU） 

 

 

消費者物価指数 

出所：国家統計院（INE） 

 

 

貿易統計 

 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

輸出 

額（百万ドル） 633 557 598 629 517 567 603 

前年同月比（％） -2.5 -6.3 5.8 10.0 16.7 5.1 0.8 

１月からの累計 

（百万ドル） 
5,457 5,953 6,527 7,087 517 1,075 1,619 

前年同期比（％） -10.7 -10.6 -9.0 -8.0 16.7 14.6 8.0 

輸入 

額（百万ドル） 628 611 653 645 565 484 690 

前年同月比（％） -7.4 -12.0 5.4 0.6   12.0 -14.5 16.0 

１月からの累計 

（百万ドル） 
5,484 6,093 6,744 7,387 565 1,049 1,738 

前年同期比（％） -16.8 -16.4 -14.7 -13.6 12.0 -1.8 4.5 
 

出所：Uruguay XXI（ウルグアイのフリーゾーンを含まず。毎月の輸出額，輸出累計額は暫定値） 

 

 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

消費者物価指数(%) 8.90 8.45 8.10 8.10 8.27 7.09 6.71 

失業率(%) 8.39 7.10 7.74 7.74 8.12 8.21 未確定 

平均賃金指数(%) 11.08 10.25 10.77 11.65 9.91 9.62 9.36 

対ドル為替（ペソ）（平均） 28.78 28.15 28.73 28.84 28.61 28.46 28.41 

新車売上台数 3,637 3,862 4,835 7,245 3,894 4,050 4,835 

 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

全体 8.90 8.45 8.10 8.10 8.27 7.09 6.71 

食品・ノンアルコール飲料 9.15 9.10 7.72 7.23 6.31 4.49 4.09 

アルコール飲料・タバコ 13.95 14.04 13.82 13.95 21.99 12.89 12.18 

衣服・靴 9.93 9.28 9.77 9.43 8.92 8.53 7.70 

住宅 8.69 8.28 8.07 8.82 10.01 8.73 8.84 

家具・家庭用品 10.04 9.38 9.27 9.14 8.74 9.81 8.27 

保健 9.17 8.30 8.50 8.12 8.57 8.31 8.58 

運輸 3.86 2.56 3.62 3.93 4.55 3.95 3.96 

通信 6.21 5.95 5.82 5.79 5.03 5.23 5.20 

娯楽・文化 5.97 4.94 4.37 4.49 4.44 3.87 3.36 

教育 11.90 11.85 11.92 11.88 11.47 11.54 11.37 

レストラン・ホテル 10.34 10.38 10.36 10.94 10.45 10.19 9.29 

その他の財・サービス 11.09 10.27 9.55 9.57 8.76 7.55 7.05 
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製造業指数(%) 

 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 

全体  -1.25 -0.48 -0.55 -0.26 0.26 1.83 -5.09 

全体 (石油精製除く) -2.59 -2.28 -2.44 -1.66 -0.98 2.85 0.33 

食品・飲料 -3.81 -3.07 -2.54 -1.64 -0.75 8.61 4.81 

繊維製品 -13.38 -13.38 -13.37 -11.79 -10.69 -3.18 -13.77 

衣服 -24.05 -22.05 -22.83 -22.26 -19.99 -44.75 -34.02 

皮等 -2.24 -1.31 -1.29 -0.04 -0.39 -15.31 -6.97 

木材及び関連品 -3.10 -0.69 -0.39 0.68 0.63 -4.80 -2.27 

紙等 3.75 3.35 1.35 4.00 4.05 -4.27 -2.51 

製本 -3.97 -4.48 -5.50 -5.93 -6.49 -7.69 -10.33 

石油派製品等 6.23 10.04 10.57 7.86 7.44 -2.80 -31.25 

化学品 4.39 5.81 4.94 4.72 5.70 10.63 4.51 

皮・プラスチック製品 -16.77 -16.98 -16.37 -16.34 -13.87 -11.56 -17.73 

非金属鉱物 -5.57 -7.19 -8.69 -8.57 -6.79 -4.32 -9.30 

礎金属 -0.44 0.58 7.18 6.55 5.76 11.30 -7.63 

金属・機会・機器 1.35 1.75 3.04 3.86 4.74 24.07 20.00 

電子機器以外の機械 7.60 2.41 1.83 1.67 2.27 12.62 23.69 

電子機器・機械 -14.42 -16.11 -19.23 -20.24 -18.24 -18.86 -22.05 

医療機器等 27.32 18.32 8.91 3.58 0.90 -15.81 -24.29 

自動車等 -76.48 -77.25 -77.60 -76.80 -76.05 13.53 76.46 

その他輸送機器 -32.50 -30.72 -20.28 -17.44 -13.22 64.65 68.28 

家具等 -14.62 -14.86 -15.33 -14.97 -16.03 -3.97 0.75 
 

出所：国家統計院（INE） 

 

 

                                    (了) 

 

 

 


